
18

ペ
レ
ッ
ト
系
の
エ
サ
を
使
っ
た

両
ダ
ン
ゴ
の
宙
釣
り
が
、
俗
に
言

う
〝
ペ
レ
宙
〞
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
て
10
年

に
な
る
。
当
初
は
一
部
の
管
理
釣

り
場
で
愛
好
家
が
密
か
に
試
し
て

い
た
釣
り
方
で
、
大
型
の
へ
ら
鮒

が
お
も
し
ろ
い
よ
う
に
釣
れ
る
こ

と
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
。
そ
の

後
、
多
く
の
釣
り
人
が
や
る
よ
う

に
な
る
と
、
そ
の
効
果
も
次
第
に

薄
れ
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
釣
り

場
に
よ
っ
て
は
効
果
抜
群
で
あ
る
。

そ
し
て
、
長
竿
に
よ
る
大
型
狙
い

か
ら
、
短
竿
に
よ
る
数
釣
り
ま
で
、

こ
の
釣
り
は
進
化
し
続
け
て
い
る
。

●
長
竿
パ
タ
ー
ン

16
〜
18
尺
の
長
竿
で
、
深
さ
1.5

〜
２
ｍ
く
ら
い
の
タ
ナ
を
釣
る
。

ボ
デ
ィ
ー
20
㎝
く
ら
い
の
大
き
な

ウ
キ
を
使
い
、
エ
サ
も
大
き
く
、

タ
ッ
チ
は
カ
タ
ボ
ソ
が
基
本
で
、

ウ
キ
の
下
に
大
量
の
エ
サ
を
打
ち
、

大
型
ベ
ラ
を
集
め
て
釣
っ
て
い
く

方
法
。
こ
れ
は
大
型
ベ
ラ
が
多
い

釣
り
場
で
は
今
な
お
健
在
。
そ
し

管
理
釣
り
場
編

ペ
レ
ッ
ト
エ
サ
で
の

両
ダ
ン
ゴ
の
宙
釣
り

最
近
の
傾
向

●長竿バージョン

16～18尺（釣り場に
よっては21尺）

長竿のチョーチン釣りで使
うようなボディー20㎝前後
の太めのパイプトップがよ
い。小ベラに邪魔されない
ためと、大型ベラのタナを
キープしたいためだ。

竿●

ウキ●ボディー20㎝

ハリス●0.6号

ミチイト●
0.8号

●短竿バージョン

ボディー6㎝前後
のパイプトップ

竿●9～13尺

ウキ●

ミチイト●0.8号

タナ●1.5～2ｍ

タナ●70㎝～1ｍ

ハリ●上下とも６号
ハリ●上下とも5号

上＝40㎝
下＝50㎝

ハリス●0.4号
上＝20㎝
下＝27㎝
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て
、
混
雑
に
も
強
い
。
釣
り
方
の

キ
モ
は
、
大
き
く
前
触
れ
を
出
し

て
ガ
チ
ッ
と
決
め
る
ア
タ
リ
が
出

る
ま
で〝
エ
サ
を
打
ち
ぬ
く
こ
と
〞

が
肝
心
で
、
し
か
も
〝
ア
タ
リ
が

出
だ
し
て
か
ら
は
、
小
さ
な
ア
タ

リ
に
は
手
を
出
さ
な
い
！
〞
こ
と

も
大
切
だ
。

●
短
竿
パ
タ
ー
ン

９
〜
13
尺
く
ら
い
の
サ
オ
を
使

う
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
は
、〝
メ
ー
タ

ー
両
ダ
ン
ゴ
〞
の
釣
り
。
タ
ナ
を

70
㎝
〜
１
ｍ
に
取
り
、
ウ
キ
は
ボ

デ
ィ
ー
５
〜
７
㎝
く
ら
い
を
使
い
、

ハ
リ
ス
は
20
〜
30
㎝
で
、
や
や
長

め
だ
。
パ
チ
ン
コ
玉
大
の
大
き
さ

の
エ
サ
を
こ
ま
め
に
打
つ
が
、
最

近
で
は
普
通
の
両
ダ
ン
ゴ
よ
り
も
、

こ
の
釣
り
方
が
多
く
の
管
理
釣
り

場
で
高
釣
果
を
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
沖
め
の
大
型
ベ
ラ
は
、

こ
の
７
〜
８
年
で
釣
り
き
ら
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
る
し
、
短

竿
で
も
小
ベ
ラ
ば
か
り
で
な
く
、

大
型
が
混
じ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、

ま
こ
と
に
結
構
な
傾
向
が
あ
り
、

ペ
レ
ッ
ト
の
威
力
絶
大
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

釣
り
方
の
キ
モ
は
、
長
竿
パ
タ

ー
ン
と
違
い
、
小
さ
い
ア
タ
リ
も

ド
ン
ド
ン
取
っ
て
い
き
、
待
ち
釣

り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
肝
心
だ
。
エ
サ
に
重
さ
が
あ
り
、

タ
ナ
も
浅
い
の
で
、
ウ
ワ
ズ
リ
や

寄
り
過
ぎ
な
ど
は
あ
ま
り
気
に
し

な
く
て
よ
い
。

推薦釣法＝長竿を使った大型狙い
（大型が釣れているとの情報があり、快晴で混雑しているとき）

宙ペレ100㏄＋水200㏄＋
もじり200㏄＋
軽麩200㏄＋白べら400㏄

パターン 1

＋ ＋ ＋ ＋
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ま
ず
、「
宙
ペ
レ
」
に
水
を
加
え

て
よ
く
か
き
ま
ぜ
、
約
５
分
く
ら

い
放
置
。
や
や
ペ
レ
ッ
ト
の
粒
が

ふ
や
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
、「
も
じ

り
」
2
0
0
㏄
を
加
え
て
20
回
ほ

ど
か
き
混
ぜ
る
。

次
に
「
軽
麩
」
を
入
れ
、
20
回

ほ
ど
か
き
回
す
。
こ
の
と
き
、
手

は
熊
手
状
に
開
い
て
か
き
回
す
。

さ
ら
に
「
白
べ
ら
」
2
0
0
㏄
を

入
れ
20
回
ほ
ど
か
き
混
ぜ
、
さ
ら

に
「
白
べ
ら
」
2
0
0
㏄
を
加
え

て
50
回
ほ
ど
か
き
回
す
。
こ
れ
で

基
エ
サ
の
で
き
あ
が
り
だ
。
こ
れ

を
て
い
ね
い
に
直
径
15
㎜
く
ら
い

の
大
き
さ
に
ハ
リ
付
け
し
て
打
っ

て
い
く
。
５
目
盛
ナ
ジ
ミ
を
基
本

と
す
る
。

ア
タ
リ
が
出
る
ま
で
ど
ん
ど
ん

エ
サ
使
い
の
コ
ツ

エ
サ
を
打
っ
て
い
く
。
始
め
の
カ

ラ
ツ
ン
は
、
寄
り
が
ま
だ
足
り
な

い
か
ら
と
思
い
我
慢
し
て
カ
ラ
ツ

ン
ア
タ
リ
で
も
取
っ
て
い
く
。
20

〜
30
回
ほ
ど
カ
ラ
ツ
ン
が
続
い
た

ら
（
カ
ラ
ツ
ン
が
出
る
と
い
う
こ

と
は
魚
の
寄
り
が
マ
ッ
ク
ス
状
態

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

エ
サ
の
タ
ッ
チ
を
合
わ
せ
て
い
か

な
い
と
釣
れ
な
い
）、
基
エ
サ
に
手

水
で
３
回
ほ
ど
水
を
ふ
り
か
け
、

５
回
く
ら
い
ボ
ウ
ル
に
こ
す
り
付

け
る
よ
う
に
練
る
。
た
だ
し
、
エ

サ
の
大
き
さ
は
変
え
な
い
で
打
ち
、

ま
だ
カ
ラ
ツ
ン
が
続
く
な
ら
こ
れ

を
繰
り
返
し
て
い
く
。

魚
が
寄
っ
て
き
て
ウ
キ
が
立
ち

に
く
く
な
っ
た
ら
、
小
さ
い
へ
ら

鮒
が
寄
っ
て
き
た
証
拠
。
エ
サ
を

重
く
、
硬
く
し
て
食
い
ア
タ
リ
を

出
そ
う
。

基
エ
サ
に
「
宙
ペ
レ
」
を
50
㏄

ふ
り
か
け
、
20
回
ほ
ど
か
き
回
し
、

丁
寧
に
エ
サ
を
付
け
る
（
丸
く
き

ち
ん
と
）。
こ
れ
で
エ
サ
が
持
た
な

い
よ
う
な
ら
、
さ
ら
に
「
宙
ペ
レ
」

50
㏄
を
加
え
、
20
回
ほ
ど
か
き
回

す
。
さ
ら
に
持
た
な
い
と
き
は
、

エ
サ
ボ
ウ
ル
に
こ
す
り
つ
け
る
よ

う
に
10
回
ほ
ど
練
り
こ
む
。
さ
ら

に
ま
た
と
、
ズ
バ
ッ
と
入
る
大
型

ベ
ラ
の
食
い
ア
タ
リ
が
出
る
ま
で

繰
り
返
す
。

こ
こ
で
注
意
！
　
寄
り
過
ぎ
た

か
ら
と
い
っ
て
絶
対
に
小
エ
サ
に

は
し
な
い
こ
と
。
大
型
を
そ
ろ
え

た
い
な
ら
、
〝
デ
カ
ペ
レ
〞
を
バ

ン
バ
ン
打
つ
べ
し
。

長
竿
バ
ー
ジ
ョ
ン

エサ
実寸大

●エサのサイズ
直径15～20㎜くらいの大きさで、
ていねいにハリ付けして打っていく。

●オモリの量
ウキの浮力は、
0.25㎜厚の板
オモリで、1.7
㎝×8～10㎝が
目安。これを２
点または３点付
けで使う。

板
オ
モ
リ

実
寸
大

長竿バージョン

エサの大きさ

オモリ量

10㎝

8㎝

～
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推薦釣法＝短竿で攻める場合

ペレ道200㏄＋
白べら600㏄＋
水200㏄

パターン 2

指
を
熊
手
状
に
し
て
か
き
回
し

た
後
、
20
回
ほ
ど
エ
サ
ボ
ウ
ル
に

こ
す
り
つ
け
る
よ
う
に
練
り
こ
む
。

パ
チ
ン
コ
玉
大
に
付
け
る
。
弱
い

サ
ワ
リ
だ
け
の
と
き
は
、
エ
サ
が

重
く
、
決
め
ア
タ
リ
（
ズ
バ
ッ
と

入
る
食
い
ア
タ
リ
）
を
出
さ
な
い

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
50
㏄
の
水

を
加
え
、「
白
べ
ら
」
2
0
0
㏄
加

え
て
、
20
回
ほ
ど
か
き
回
す
。
こ

れ
を
３
回
く
ら
い
繰
り
返
す
と
良

い
状
態
が
見
え
て
く
る
。

カ
ラ
ツ
ン
に
な
っ
た
ら
、
エ
サ

が
硬
い
の
で
、
手
水
を
付
け
や
わ

ら
か
く
練
り
こ
む
。
や
わ
ら
か
く

し
て
エ
サ
が
持
た
な
く
な
っ
た
ら
、

さ
ら
に
50
回
く
ら
い
練
り
こ
む
。

そ
れ
で
も
だ
め
な
ら
、
ハ
リ
ス
を

エ
サ
使
い
の
コ
ツ

５
㎝
ず
つ
短
く
す
る
。
ウ
ワ
ズ
リ

が
き
つ
い
よ
う
な
ら
、「
ペ
レ
道
」

を
加
え
て
練
り
こ
む
。

こ
の
短
竿
の
ペ
レ
ッ
ト
エ
サ
の

釣
り
で
、
よ
く
決
ま
る
パ
タ
ー
ン

が
ふ
た
つ
ほ
ど
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

「
ペ
レ
ッ
ト
の
量
が
少
な
く
練
り
込

ん
だ
や
わ
ら
か
い
エ
サ
」。
も
う
ひ

と
つ
は
、「
ペ
レ
ッ
ト
が
多
め
で
、

硬
め
の
小
エ
サ
」
だ
。

ど
ち
ら
の
パ
タ
ー
ン
の
エ
サ
に

し
て
も
、
３
目
盛
な
じ
み
が
基
本

に
な
り
、
あ
ま
り
エ
サ
打
ち
回
転

の
遅
い
釣
り
は
、
こ
の
釣
り
に
合

わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ど
ち
ら

の
パ
タ
ー
ン
が
よ
い
の
か
、
早
め

に
そ
の
日
の
傾
向
を
つ
か
む
こ
と

が
大
切
だ
。

短
竿
バ
ー
ジ
ョ
ン

エサ実寸大

●エサのサイズ
直径11㎜くらい
の大きさにてい
ねいにハリ付け
して打っていく。

オモリの量●
ウキの浮力の目安
は、0.25㎜厚の板
オモリで1.7㎝×1
～2㎝。

板オモリ
実寸大

短竿バージョン

エサの
大きさ
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ペレットエサでの両ダンゴの宙釣り

?こんな時どぉする

ウキが沈没して
しまうけど…

まず考えられるのは、ウキが小さくてエサの重さに耐
えられずに沈没してしまうこと。したがって、さらに大
きいウキに交換してみるとよいだろう。すでに持ってい
るウキで最も大きなウキを使用していて、それ以上大き
いウキがない場合、エサ落ち目盛の位置を下にして、な
じみ幅を多く取れるように調整してみよう。また、魚が
寄ってくればウキも沈まなくなるので、ウキが沈まなく
なるまで手返しよくエサを打つように心がけよう。

当たりだした
けれど、カラツン
で乗らない

この釣りの場合、大型ベラが寄らないとカラツンにな
ってしまうので、大型ベラが寄るまで、しばらくはかま
わずエサを打つ。かなりカラツンが続いている場合、タ
ナを少し（20～30㎝）下げてみると下に大型ベラが寄
っていることがある。また、大型ベラは寄っているのだ
けれど、ウキ
が大きいの
で、エサがタ
ナで安定しす
ぎてカラツン
が起きている
こともあるの
で、ハリスを
少しずつ伸ば
してみよう。

エサが
なじまないけど
どうすればいい？

ネバリが足らず、エサがバラケ過ぎているので10回く
らい練り込む。あるいは大型ベラが寄ってきて、エサが
小さ過ぎてなじまないケースがあるので、エサ付けを丁
寧に大きく付ける。また、小ベラが寄ってエサを突付か
れてしまっていてなじまないケースもあるので、ハリス
を少し短くしてみる。また、ペレットの量が少なくエサ
が軽るすぎてなじまなくなっている事もあるので、ペレ
ットの量を多くして作り変える。この釣りの場合、あま
りむずかしく考えることはしないで、これ以上やって釣
れないときは、釣り方選択のミスとしてあきらめよう。

長竿バージョン

長竿バージョン

長竿バージョン
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最初はいいアタリで
釣れていたが、
次第に同じアタリで
カラツンに
なってしまった

釣っているうちに寄りが
増してきて、エサが落とさ
れてしまっていることが考
えられる。10回くらい練り
込んでみよう。これでアタ
リが無くなるときは、エサ
の経時変化によるネバリが
原因なので、エサを作り替
えるか、水を足して麩エサ
とペレットを加えて練り直
ししてみる。

なじんだ直後に
いいアタリ！
でもカラツン…

まず、エサが大きすぎる事が
考えらるので、エサを小さくし
て様子をみよう。エサを小さく
してもカラツンになるような
ら、エサの大きさは合っていた
が、タッチが硬すぎる事が考え
られるので、手水をつけてやわ
らかくして打ってみよう。この
エサでちゃんとなじみが出ない
ようなら、エサが持ってないの
で、少し大きくつけてみよう。
エサのタッチを変えると決め
アタリがなくなる場合は、エサ
は元のタッチのまま、ハリスを
少しずつ伸ばしていくとよい。

エサの大きさが小さくて、へ
ら鮒にあおられてしまっている
のが原因のひとつ。大きくつけ
て様子を見たい。次に同じ理由
でエサの重さが軽いのかも知れ
ないので、ペレットを多めに入
れてエサを作り変えてみよう。

ボソにしても
カラツン
やわらかくして
も
カラツン

この状態だと、タナが少し違
うことが考えられる。まず、少
しタナを深くしてアタリを見て
みる。深くしていってだんだん
アタリが少なくなるようなら、
今度は浅くしていってみる。そ
のタナの間に食いアタリの出る
タナが見つかる可能性がある。
また、ハリスを少し長くしてみ
るのもよいし、ウキを少し小さ
くしても効果がある。

短竿バージョン 短竿バージョン 短竿バージョン

短竿バージョン

ウキがなじんで
上がるまで
弱いサワリだけで
食いアタリが出ない

エサが重過ぎることが
考えられるので、ペレッ
トを少なくして作り変え
るか、水を入れて「白べ
ら」などで調整してみる。
またネバリが出てしまっ
ている場合があるので、
水を加えて、作ったとき
の比率でペレットと麩エ
サを加え少し硬めに仕上
げてみよう。

短竿バージョン

落ち込みの
アタリで
カラツンになり
なじむとアタリ
が出ない


